●　天竜川整備の変遷
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天竜川の治水対策は、江戸時代の天明期から本格化する諏訪湖周辺の新田開発地の水害対策として、天竜川の浚渫、釜口付近の工事が行われるようになります。代表的な工事として、天明・文化の天竜川の浚い、天保元年に完了する浜中島の撤去、明治元年に撤去された弁天島の工事が挙げられます。

その後、天竜川の本格的な治水事業は、昭和７年に県施行の匡救土木事業農村振興土木事業として、諏訪湖内の浚渫、湖岸整備等に併せて着工され、諏訪湖の流出口より観蛍橋までの区間の浚渫が行われました。

昭和２５年６月の大洪水後、諏訪湖の治水について再度、抜本的な改修対策が図られました。その結果、天竜川の流下能力を高めることが諏訪湖氾濫防止の最大の対策であると考えられ、昭和３２年諏訪湖改修計画が策定され、天竜川の河床掘削及び護岸工事が行われました。

しかし、３６災害は、２５災害をはるかに凌ぎ、昭和３２年の計画では不十分であるということで、再度計画の見直しに迫られ、天竜川の流下能力向上のための掘削などが昭和４２年に計画が策定され、国庫補助中小河川改修事業として実施されました。

また、これまで十分な整合がとられていなかった天竜川水系全体の治水計画について、中下流部の統一的な治水計画が天竜川水系工事実施基本計画として、昭和４８年３月に策定されました。
その後、昭和４２年に策定された諏訪湖治水計画と天竜川水系工事実施基本計画との整合を図ることが必要となり、昭和５７年、５８年の洪水を考慮した現在の治水計画が策定されました。

この治水計画では、釜口水門直下の最大放流量を６００ｍ3／ｓとしていたが、６００ｍ3／ｓに対応できる天竜川の改修工事が完了していなかったため、釜口水門からの最大放流量を３００ｍ3／ｓとする暫定操作規則で流量を管理し、６００ｍ3／ｓは将来的な計画として位置付けられました。

天竜川の改修工事はその後段階をおって行われ、平成１３年６月には、釜口水門からの最大放流量４００ｍ3／ｓに対応できる改修が完了したのを受けて、新たな操作規則での運用が開始されました。（Ａ）
　　

※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。

■　天竜川整備の変遷の参考文献

Ａ：諏訪湖「治水の歴史」　平成１０年３月：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　内容：諏訪湖の治水・浄化及び湖岸環境事業の記録とともに諏訪湖の概要、歴史上の説話を紹介

　　　　　保管場所：長野県諏訪建設事務所管理計画課・建設課、諏訪地域の各市町村図書館、小中学校
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